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受験テキスト（Ｖｏｌ．１０） 正誤表 
 

頁 正 誤 

P.10 

もくじ 

上から 20～21 行目 

2.17 セミ・ダイナミック補正 

2.18 練習問題 2.17 練習問題 

P.20  

1.1.5 1） 

上から 3 行目 

＋，aa d， da 2＋ ，･････････ ＋，aa b， da 2＋ ，･････････ 

P.22  

1.1.7 1） (2) ② 

下から 20～16 行目 
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P.23  

1.1.7 1） (2) ③ 

下から 19～15 行目 
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P.25  

1.1.7 4） 

下から 8～7 行目 
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P.31  

1.2.2 2） 

上から 5 行目 
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P.38  

1.3.7 弧度法 

（1.70） 

1 ラジアン＝
π

180 ＝57°17′45″･･････ 

        ≒57.29578°＝ρ° 
        ≒3437.747′＝ρ′ 
        ≒206265″＝ρ″ 

1 ラジアン＝
π

180 ＝57°17′45″･･････ 

        ≒57.29578°＝ρ° 
        ≒3437.747′＝ρ′ 
        ≒20625″＝ρ″ 

P.62  

例題 2.7 （解説） 

下から 11 行目 

(mc)2＝(－Ssinαc･mα)2＋・・・ (mc)2＝(－S cosαc･mα)2＋・・・ 

P.175  

2.10.4 1） 

上から 3 行目 

Xb－ xb wx = ，・・・ Xxb－ xb wx = ，・・・ 

P.196  

2.13 2） 

下から 17 行目 

単位で行ない，次の三つの方法が採られている。 単位で行ない，次の二つの方法が採られている。 

P.196  

2.13 2） 

下から 6、7 行目間 

※(3)として追加 

(3) この他に，全ての既知点が電子基準点だけの場合は，電子基準点が常時監視されているので，その座標値が確かであることから，

(1)・(2)の方法で点検してもよいが，２点の電子基準点を結合する路線で基線ベクトルの成分の結合計算により点検してもよいとされ

ている。 

P.205  

2.16 

上から 

11、12 行目間 

※2.17 として追加 

2.17 セミ・ダイナミック補正 

 現在，国土地理院から公開されている基準点成果「測地成果 2000」は，1997 年 1 月 1 日 0 時（UTC）の位置情報に基づいて算出さ

れている。ところが，プレート境界に位置する我が国では，測量の基準である基準点の相対的な位置関係が，プレート運動に伴う地殻

変動により徐々に変化している。この変化分が歪みとして蓄積する。平均的な歪み速度は，年間 0.2ppm（10km で 2mm）程度である

が，場所によってその大きさは不規則に異なる。測量地域の近傍にある基準点を既知点として使用して新たに基準点（新点）を設置す

る際には，実用上の問題はなかった。しかし，GPS を利用した測量方式の導入に伴い，新点を設置する際に遠方にある電子基準点を既

知点として使用することが可能となったため，歪みの影響を考慮しないと，新点の成果と今回の測量には使用しなかった新点の近傍の

既設基準点の成果との間に不整合が生じるおそれがでてきた。 
 
 その為に導入するのが「セミ・ダイナミック補正」である。 
 
 ただし，全ての測量でセミ・ダイナミック補正を行う必要はない。基本測量では，高度地域基準点測量，国土調査に伴う基準点測量，

三角点の改測や復旧測量などが対象となる。公共測量では，1 級基準点測量のうち，電子基準点（付属標を除く）のみを既知点として

用いる測量が対象となる。 
 
 セミ・ダイナミック補正では，1997 年 1 月 1 日 0 時（UTC）の測量成果「測地成果 2000」を「元期（がんき）」と呼び，元期に対

して測量を実施した時点を「今期（こんき）」と呼ぶ。 
 
 その具体的な方法は，おおむね次の様である。 
 

① 既知点として使用する複数の電子基準点の元期座標値を，別途，年度毎に公表される地殻変動パラメータ（2 万 5 千分の 1 地形

図の 1/4 葉につき，一つの値）を用いて「今期座標値」に変更する。 
② 今回の測量で得られた観測値（今期観測値）を①の今期座標値を固定して，平均計算し，「新点の今期座標値」を出す。 
③ その後，②の新点の今期座標値を①で使用した地殻変動パラメータを逆に適用して，「新点の元期座標値」を求め，これを新点の

正式な成果とする。 
 

 ：追加分 



P.205  

2.17 練習問題 

上から 12 行目 

2.18 練習問題 2.17 練習問題 

P.289  

4.1.4 1） 

下から 8 行目 

（1）既成図数値化 
既成図数値化とは，既成の大縮尺・・・ （1）既成図数値化とは，既成の大縮尺・・・ 

P.308  

例題 4.10 （解説） 

上から 11 行目 

4 衛星・・・，式(14)を用いて，4 衛星，2 エポックの・・・ 4 衛星・・・，式(13)を用いて，4 衛星，2 エポックの・・・ 

P.308  

例題 4.10 （解説） 

下から 6、5、3 行目 

式(15) 式(14) 

P.417  

5.12.6 4） 

下から 8 行目 
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5.12.6 4） 

上から 6 行目 
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P.445  

6.4.3 4） 

表－6.9 

国土地理院発行の地図 旧規格 紙の大きさ JIS 規格 紙の大きさ 

1/2500，1/5000 国土基本図 四六全判 78.8×109.0cm B1(A0) 
72.8×103.0cm 
(84.1×118.9) 

1/10.000 地形図 四六半裁判 54.5×78.8 B2 51.5×72.8 

・
・
・ 

・
・
・ 

・
・
・ 

・
・
・ 

・
・
・  

国土地理院発行の地図 旧規格 紙の大きさ JIS 規格 紙の大きさ 

1/2500，1/5000 国土基本図 四六全判 78.8×109.0cm B1(A0) 
72.8×103.0cm 
(84.1×118.9) 

1/10.000 地形図 四六半截判 54.5×78.8 B2 51.5×72.8 

・
・
・ 

・
・
・ 

・
・
・ 

・
・
・ 

・
・
・  

P.446 ～448 

6.4.3 5） 

～例題 6.11（解説） 

5) 、6)全部削除 

5) 編集の作業方式 
 －途中省略－ 
(解 説) 

 地図の編集にあたっては，精度保持の観点から・・・ 
・・・図－6.26 のとおりである。したがって，正解は 4 である。 

P.450 

6.4.4 2） ⑥ 

下から 11～12 行目 

6. 植生界・植生記号 
7. 境界 

6. 境界 
7. 植生界・植生記号 

P.462  

6.8.3 4） 

表－6.42 （表外） 

DAT：デジタル オーディオテープ DAT：ディジタル オーディオテープ 

P.471  

【問題 11】 （補） 

用語表 

      
      

2 画 像 デジタイザ 解像度 不規則な大きさ スキャナ 
3 文 字 デジタイザ 座標値 一定の大きさ 解析図化機 
4 画 像 XY プロッタ 解像度 不規則な大きさ スキャナ 
5 文 字 デジタイザ 座標値 一定の大きさ スキャナ  

 ア イ ウ エ オ 
1 文 字 XY プロッタ 座標値 不規則な大きさ 解析図化機 
2 画 像 ディジタイザ 解像度 不規則な大きさ スキャナ 
3 文 字 ディジタイザ 座標値 一定の大きさ 解析図化機 
4 画 像 XY プロッタ 解像度 不規則な大きさ スキャナ 
5 文 字 ディジタイザ 座標値 一定の大きさ スキャナ  

P.491  

7.3.4 

下から 7 行目 

クロソイドは，曲線が・・・，一種の螺旋を形成するものであ クロソイドは，曲線が・・・，一種のら旋を形成するものであ 

P.493 

7.3.4 

表－7.7 

事  項 公       式 
・
・
・ 

・
・
・ 

短 接 線 長 TK＝Ycosecτ 

長 接 線 長 TL＝X－Ycotτ 

動    径 S0＝ 22 YX +   

事  項 公       式 
・
・
・ 

・
・
・ 

短 接 線 長 TK＝Ycosτ 

長 接 線 長 TL＝X－Ycosτ 

動    径 S0＝ 22 YX +   

P.494  

7.3.4 2） 

上から2、7、18行目 

デメンション デメンジョン 

P.511  

7.4 

図－7.43 

  

P.534  

7.8.1 1） 

図－7.68 

  

P.715～  

付録 1 

測量法（抜すい） 

第一条 （以下、「第○条」は漢数字） 第 1 条 

 


